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理科授業の 基本的なあ り方を問い 直す （3 ）
〜お 勧め は 「知識伝達 ・事例化 モ デル 」
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1．モデル誕生の前史

　私たちの研究グループが、理科学習の新 しい指導

モ デル として 「知識伝達 事例化 モ デル」を提案 した

の は 、
2003 年の こ とで ある。 しか しなが ら、 そ こ に

至 るまで には 、 さらに 10年余 りの 前史がある、

　い わば 自然発生的に誕生 した私たち の研究 グノレ
ー

プが、理科授業改善のための実踐研究を開始 したの

は、1990年こ ろ の こ とである。その きっ かけとなっ

たの は、そ の こ ろ、我が国で も知られ るようになっ

た 「構成主義の学習観」 で あ っ た 。 こ の 「構成主義

の 学習観 は、最初か ら 「発見主義の学習観」 と不

可分に結び つ い て い た。 とこ ろ が
、 理科教育の 世界

では、昔も今も 「発見主義 の 学習観」 が支配的であ

る。 そ の ため、「構成主義 の 学習観」 は理科教育の 世

界に しっ か りと定着し、現在におい て も広 く受け容

れ られ て い る。

　 しか しなが ら、私たちの研究グループ の場合、事

情はまっ たく異なる。とい うの は、そ の 同 じ 「構成

主義の学習観」 が、
‘w w ”

とい

う旗印を掲げて 、伝統的な発見主義の 理科学習観 と

対決するきっ かけに なるの で ある。

2．理科学習における 「構成主義」の 2つ のかたち

　私 たちが学習を通 して知 る こ と、つ ま り広 い 意味

で の 「知識 」が、大脳を中心 とす る 神経細胞 の 網 目構

造 （ニ ュ
ー

ロ ン ・ネ ッ トワーク）の働きで ある こ とに

異論を唱える入は、今で はい ない で あろう。もちろ

ん
、 科学知識も例外でない

。
こ の 意味では 、

「構成主

義の学習観」 は、今や ヒ トの学習につ い て考える際

の基本的か っ 常識的な前提で あると言 っ て よ い 。

　とこ ろが、理科学習も含めて の ヒ トの 学習につ い

ては、「探索 ・
発見学習亅と「模倣 ・継承学習亅の 2 っ

基本様式 を区別 で きる。 そ して 、こ の 区別に対応 さ

せ て 、 構成主義を 「探索・発見的構成主義」と「模倣 ・

継承的構成主義亅の 2 つ に分ける こ ともで きる。

　こ の 区別に従えば、普通 に 「構成主義」と呼ばれ て

きて い るもの は、「探索・発見学習」をべ 一ス とする

「探索・発見的構成主讒 で あると見て よい。これに対

して 、
2003 年 に私たち が 理科の 新 しい 授業モ デル と

して提案した 「知識伝達・事例化モ デル 」にお い て は、
“

きよ ラな ら 発 　　
”

とい うそ の 旗印か らも分

か るよ うに、振 り子は 「模倣・継承学習」をべ 一ス とす

る 「模倣 継承的構成主義」へ と大きく振れて いた。し

か し、そ の 後の 実践研究の 進展と共に、「探索・発見

学習」と「模倣 継承学習」の調和と均衡を図る こ とこ

そが、「知識伝達・事例化モ デル 」の 核心 で あるこ とを、

くりか え し強調 して き た
。

3．なぜ 「知識伝達・事例化 モ デル 」 を推奨するか

　「知識伝達・事例化モ デル 」の 織 ぎ
”

の 場面

で は、科学の法則、理論、モ デル 、手法等を含む広

い意味で の科学知識を、児童 ・生徒に習得させ る。

その 際の学習の基本は、教師主導の 「模倣・継承学習」

である。

　こ うして習得した科学知識は、次の
‘
黝

”
の

場面におい て 実際的な問題の解決の ために活用 され、

児童生徒の 「生きる力」として
‘W 　　　（

”

科学知識に変換される 。 その 際の 学習の 基本は 、 学

習者（児童・生徒）主導の 「探索・発見学習」で ある。

　こ の よ うに、2 つ の 基本的な学習様式 を組 み 合わ

せた学習指導の強みは、それら 2つ の学習様式の問

で、互 い に他の 学習様式がもっ 弱点をカ バ ーし、そ

れぞれ の 長所を伸ばすこ とが で きる点にある。

　教師主導の 「模倣 継承学習」による知識の獲得は、

児童 ・生徒に とっ て 必ずし も楽しい もの で ない か も

しれない
。 しか し、 そ うして獲得された矢「職 を 、 児

童・生徒主導の 「探索
・
発見学習」を通 して問題解決に

活か し、自らの 「生きる力」に変換する こ とで、彼 ら

は理科学習に、エ キサイテ ィ ン グな達成感と、それ

に伴 う楽しさを見出す こ とが で きるの である 。

一41 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


